
1　事業の概要

①　成果目標（H26)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　雑入　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

要求からの主な変更点 要求どおり

 概算事業費（B（A）+C） 163,604 0 225,526 259,951

概　算
人件費

0.10 0.10 0.10

826 0

0 0 15,900 9,375

162,778 0 224,700

826 826

259,125

児童福祉施
設の整備

1施設 １施設

Aの
財源

172,750

59,000 77,000

164,913 149,800

目標 成果 達成状況

成果目標の達成状況

予
算
額

前年度繰越
項目

当初予算 164,913 224,700 256,022

H25末
（実績）

H26

合計 256,022 3,103 259,125

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　　分（単位：千円） 23年度 24年度 25年度 26補正後

H27
目標

補正予算 3,103

合計（A) 164,913 0 224,700

259,125256,022 3,103

事業番号 04 10 02 事業改善シート （26年度実施事業分）　　□当初要求　　□当初予算案　　■補正予算案　　　□点検

事　業　名 児童福祉施設整備事業費 担
当
課

部局 県民文化部

課・室 こども・家庭課

総合５か
年計画

プロジェクト  E-mail

～

県でなければ実施不可（その他）

kodomo-katei@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
７－２　子育て先進県の実現

４　児童福祉の充実 実施期間

目指す姿

現状
県内の児童養護施設は新耐震化基準の制定（昭和56年）以前に建築され、老朽化・狭溢化の著しい施設が多く、各施設設置者の整
備意向の把握により計画的な施設整備を進め、あわせて施設養護の「より家庭的な養育環境」への転換を進めていく必要がある。

老朽化や耐震上の課題がある児童福祉施設の改築、大規模修繕等の施設整備を実施する社会福祉法人等に対して、その経費を補
助することにより入所児童の安心・安全の確保と処遇向上を図る。

県が関与
する理由

県民との協働による実施： 困難

【左記の説明、根拠法令等】

社会福祉施設等整備事業補助金交付要綱（県）
社会福祉施設等耐震化等特別対策事業補助金交付要綱（県）

入所児童の安心・安全の確保と生活環境の改善のため、児童養護施設を移転改築し、完全「小規模グループケア化」を図る社会福
祉法人の施設整備に対しその経費を補助することにより、大地震等、自然災害発生時の入所児童の安全確保を図るとともに、施設
養護における家庭的な養護環境の整備に資する。

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H26実施内容
（補正前） （2月補正） （補正後）

１．児童養護施設の整備 補助
児童養護施設１施設の全面移転改築
国の基準額改定に伴う補助金の増額（２月補正）

H26

mailto:kodomo-katei@pref.nagano.lg.jp

